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序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文

　国際協力事業団（ＪＩＣＡ）はエジプト政府の要請を受けて、平成９年４月から３年間の計画

で専門家チーム派遣「薄板金属加工における総合的品質管理技術の導入計画」を実施しました。

　当事業団は本協力の成果に関する評価を行うとともに、今後の協力の進め方および協力のフォ

ローアップの検討に資することを目的として、平成12年３月25日から31日まで終了時評価調査団

を現地に派遣しました。

　この報告書が、今後の協力をさらに発展させるための指針となるとともに、本協力により達成

された成果が、エジプトにおける総合的品質管理技術導入の効果的な推進に寄与することを祈念

してやみません。

　本調査の実施に際し、ご協力とご支援をいただいた内外の関係者各位に対し、心より感謝の意

を表します。

平成12年７月
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第１章　終了時評価調査団の派遣　第１章　終了時評価調査団の派遣　第１章　終了時評価調査団の派遣　第１章　終了時評価調査団の派遣　第１章　終了時評価調査団の派遣　

１－１　派遣の経緯と目的１－１　派遣の経緯と目的１－１　派遣の経緯と目的１－１　派遣の経緯と目的１－１　派遣の経緯と目的

　エジプトの輸出拡大において、工業分野の産業育成は第一の優先課題であるが、製造業の生産

加工技術は各種の品質管理技術が未熟なため、製品の品質に多くの問題を有している。国際的な

競争力獲得のためには、早急に総合的品質管理技術を導入・浸透させる必要があったため、エジ

プト政府は、わが国に対して本分野に係る協力を要請した。この要請を受け、事前調査を経て

1996年11月11日に議事録の署名が行われ、1997年４月１日に個別専門家チーム派遣「薄板金属加

工における総合的品質管理技術の導入計画」が開始された。

　本チーム派遣においては、カウンターパート機関である中央冶金研究所（Central Metallur-

gical Research and Development Institute：CMRDI）に薄板金属の加工技術を移転するとと

もに、その各工程の品質管理手法を導入し、それを定着させること、またCMRDIが行っている国

営・民営企業に対する研修が充実され、エジプトにおける企業の製品の品質を向上させ、生産工

程の効率を向上させることが目的とされた。

　今回の調査では本チーム派遣の協力終了を前に、チーム派遣の計画達成度を把握し、「評価５

項目」に沿って終了時評価を行った。具体的には実施の効率性、目標達成度、効果、計画の妥当

性ならびに自立発展性の観点に従って評価を行い、CMRDIとの間で議事録を署名・交換した。

１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成１－２　調査団の構成

　氏　名 　分　野 　　　　　　　　　 　　所　　　属

萩野　　瑞 団長／総括 国際協力事業団 国際協力専門員

伴　　誠二 金属加工 株式会社インダストリアルサービス・インターナショナル

国際協力部技術専門部長

片山　弘倫 協力企画 国際協力事業団 アフリカ・中近東・欧州部

中近東・欧州課 職員
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１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程１－３　調査日程

日順 月日(曜日) 調査内容 宿泊

１ ３月25日(土） 11:05　東京発（BA006便）（ロンドン経由） Conrad International

23:15　カイロ着（BA155便） Hotel

Tel: 202-5808080

２ ３月26日(日） 09:45　JICAエジプト事務所打合せ 同上

11:30　日本大使館打合せ

３ ３月27日(月） 09:00　中央冶金研究所（CMRDI）にて協議 同上

13:30　青井、上村、福本各JICA専門家との協議

４ ３月28日(火） 09:30　CMRDIにて協議 同上

19:30　CMRDI所長主催夕食会

５ ３月29日(水） 09:30　CMRDIにて協議 同上

12:00　議事録（M/M）署名・交換

18:00　JICAエジプト事務所評価結果報告

６ ３月30日(木） 09:30　日本大使館評価結果報告 同上

７ ３月31日(金） 07:40　カイロ発（BA154便）（ロンドン経由） （機中）

８ ４月 1日(土） 11:30　東京着（BA007便）

１－４　主要面会者１－４　主要面会者１－４　主要面会者１－４　主要面会者１－４　主要面会者

(１) 中央冶金研究所

　 　（Central Metallurgical Research and Development Institute：CMRDI）

Prof. Dr. Adel Nofal President

Prof. Dr. Bahaa Zaghloul Head, Welding Research Department (WRD)

Dr. Alber Sadek Associate Professor, WRD

Eng. Tarek El Sayed Chief Engineer, Metal Forming Workshop, WRD

Eng. Osama Khedr Chief Engineer, Welding Workshop, WRD

Eng. Ahmed Kamal Research Assistant, WRD

Eng. Essam R. Ibrahim Research Assistant, WRD

Eng. Ahmed Abdel Morem Lecture Assistant, WRD

青井　久幸 JICAチーム派遣専門家

上村　順三 JICAチーム派遣専門家

福本　　紀 JICAチーム派遣専門家
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(２) 在エジプト日本国大使館

山村　研吾 一等書記官

(３) JICAエジプト事務所

中村三樹男　 所長

坂元　律子 所員

Mr. Wael M. Yehya Project Coordinator（現地職員）
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第２章　チーム派遣の概要と実績第２章　チーム派遣の概要と実績第２章　チーム派遣の概要と実績第２章　チーム派遣の概要と実績第２章　チーム派遣の概要と実績

２－１　概要および計画２－１　概要および計画２－１　概要および計画２－１　概要および計画２－１　概要および計画

　本チーム派遣の実施機関である中央冶金研究所（CMRDI）は、科学技術省直属の機関であり、

エジプトの鉱工業分野の発展に伴う各種の製造技術の開発研究および改善に寄与している。JICA

は1985年以来、CMRDI溶接研究部門に対し、15年間に渡り継続して技術協力を実施してきた。本

チーム派遣を含めると延べ11名の長期専門家が派遣され、供与機材費用は約１億５千万円に達す

る。

　1997年４月に開始された本チーム派遣では、従来から行われてきた溶接分野の技術指導により

確立された溶接技術と非破壊技術を基盤に、板材の切断・曲げなどの金属形成技術と品質管理技

術を移転し、CMRDIの工業製品、特にタンク類など缶製品の品質向上を図ることを目的とした。

また、安全衛生に関する概念の移入も併せて指導項目とされた。

　1996年に実施した事前調査の結果、CMRDIとの間で署名交換した議事録にて確認された本チー

ム派遣の目的と到達目標は以下のとおりである。

(１) 上位目標

　薄板金属加工の品質管理システムを構築し、高品質な製品の安定供給に資する。

(２) プロジェクト目標

１）製造時における総合的品質管理の技術の移転。

２）CMRDIによる企業技術者への効果的な技術移転により、国営、民営企業の活性化を推進。

(３) 成果

１）金属加工技術（製缶）における生産技術全般（計画、材料選定、加工、溶接、塗装、

検査など）の品質管理技術をCMRDI職員が習得し、職員の製品品質管理能力を向上させ

る。

２）CMRDI職員の技術向上により各企業の技術者に対する本技術の指導が可能になった。

(４) 活動

１）総合的品質管理（品質管理、品質保証制度、組織づくり、機器保全システム）

２）金属加工技術（金属加工、運営マニュアル、素材管理）

３）安全衛生（安全マニュアル、安全具）

４）溶接技術研修の助言、指導



－5－

(５) 投入

１）日本側投入

専門家：品質管理（長期）１名×３年

生産加工技術（長期） ２名×３年

安全衛生（短期）

金属加工技術（短期）

金属冶金（短期）

研修員：１名×３年

機　材： シャーリング、ロールベンダー、プレスマシン、TIG, MAG, MIG溶接機、

交流溶接機、その他関連機材

２）エジプト側投入

　事務所、運営費、カウンターパートの設置、その他雑費

２－２　実績２－２　実績２－２　実績２－２　実績２－２　実績

　上記事前調査での合意内容に基づいて、1997年４月に長期専門家３名が派遣され、協力を開始

した。1997年６月に当初計画が策定されたが、1999年３月に、CMRDIの実態との整合性を考慮し

て、計画の調整を行った。基本的に大項目の変更はなかったが、詳細内容と達成可能な着手時期

を変更した。業務実施計画の主要な変更箇所とその理由を別表.１（P.８参照)、業務実施の当初

計画と変更後の計画を別表.２・３（P.９・10参照）に記す。

(１) 日本側投入

１）専門家派遣

青井　久幸（エヌケー・テックス） 総合品質管理 1997. 4.12-2000. 4.11

上村　順三（アイエヌジー） 溶接技術・金属加工 1997. 4.12-2000. 4.11

福本　　紀（NKK） 金属加工・安全衛生 1997. 4.12-2000. 4.11

古里　幸男（南日製機） 溶接技術・金属加工 1998.11.26-1998.12.10

小松　靖長（NKK） 品質管理 1999. 1.28-1999. 2.13

布袋真一郎（アイエヌジー） 溶接技術・金属加工 1999.10.13-1999.10.31

　当初計画のとおり実施された。

２）研修員受入れ

　薄板金属加工（九州国際センター所管）

Mr. Tarek El-Sayed Abdel HAMID 1998. 1.10-1998. 4.29

Mr. Ahmed Mohamed Mohamed SIAH, 1999.12. 2-2000. 2.20
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　１名×３年間の予定であったが、1998年度については、エジプト側の事情により適任

者が来日することができず、実施しなかった。

３）供与機材

　別表.４（P.11参照）のとおり。

　チーム派遣終了時点では供与されたすべての機材が問題なく稼動しており、カウン

ターパートはこれらの機材の基本的な運用方法を習得している。しかしながら、プレス

ベンディング機の搬入が遅れた上、搬入後に故障が判明し、本チーム派遣終了直前に

なって稼動を開始したため、カウンターパートは本機材の基本的な運用はできるもの

の、応用的な運用に関しては十分に習熟していない。

４）現地業務費

　別表.５（P.12参照）のとおり。

(２) エジプト側投入

１）カウンターパートの配置

　別表.６（P.13参照）のとおり。

２）その他の投入

　薄板金属加工実習用プロトタイプ

　金属加工工場建物、クレーン、電気給水機などの機材

　機器の免税、輸送、据え付け

　専門家のための執務室

　電話、ファックス、複写機、秘書等のサービス

　通勤のための交通サービスは提供されなかった。

２－３　実施機関の概要２－３　実施機関の概要２－３　実施機関の概要２－３　実施機関の概要２－３　実施機関の概要

　中央冶金研究所（Central Metallurgical Research and Development Institute：CMRDI）

はエジプト鉱工業分野の発展に伴う各種製造技術の開発研究および改善等の需要に対応すべく、

1984年７月国立研究所から独立し、カイロ市南部40kmのヘルワン近郊エル・ティビンに設立され

た。現在は科学技術省に直属している。

　CMRDIは、国内唯一の鉱工業分野に関する研究機関として各種の研究活動、国内企業の技術支

援、情報提供などの活動を展開しており、その機能は日本でいう各県の工業試験所的な役割を有

している。組織は、鉱床評価、冶金（製錬)、金属加工、溶接研究の４部門から構成されており、

職員数507名、予算は10,797,000 L.Eである。＜別表.７（P.14)、別表.８（P.15・16）参照。 ＞

　CMRDIの中でも溶接分野については、その技術上の問題点を解決する必要性が高まり、金属加
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工部門に属していた溶接課が独立し、新たに溶接研究センター（Welding Research Center：

WRC）として1985年１月から活動を開始した。その後、溶接技術、溶接冶金、溶接教育訓練、非

破壊検査、技術サービス、および資格認定等の部門を構成し、名称も溶接研究部（Welding Re-

search Department：WRD）と改称して現在に至っている。

　なお、CMRDIの組織図については別表.９（P.17）を参照のこと。
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第３章　薄板金属加工における総合的品質管理技術第３章　薄板金属加工における総合的品質管理技術第３章　薄板金属加工における総合的品質管理技術第３章　薄板金属加工における総合的品質管理技術第３章　薄板金属加工における総合的品質管理技術

３－１　評価方法３－１　評価方法３－１　評価方法３－１　評価方法３－１　評価方法

　協力手段や実施体制の効率性、目標の達成度、本協力の及ぼした効果、計画の妥当性、今後の

自立発展性の観点から活動４項目「総合品質管理｣、｢金属加工｣、｢安全衛生｣、｢金属加工研修の

助言・指導」のそれぞれについて評価を行った。

３－２　総合品質管理３－２　総合品質管理３－２　総合品質管理３－２　総合品質管理３－２　総合品質管理

(１) 実施の効率性

　日本人専門家の派遣は当初の計画どおり長期１名、短期（２週間）１名が派遣された。

　各専門家にそれぞれカウンターパートが配置され、技術移転を促進するためにCMRDIに５

名からなる内部横断的なグループが形成された。エジプト側カウンターパートと同グルー

プを核に、CMRDI内にTQMの推進体制が定着しつつある。

(２) 目標達成度

　具体的な活動成果は以下のとおり。

　・日本的総合品質管理の座学による指導を通じてTQM概念を理解させた。

　・ISO9001に準拠した品質管理を指導し品質管理マニュアルを作成した。

　・品質管理コース用テキストの参考資料を作成し、外部セミナーを２回開催した。

　・QCサークル活動推進のために、日本の事例を多数紹介し、ブレーンストーミングを

    定期的に行っている。

　以上の活動成果が示すとおり、専門家とエジプト側カウンターパートが相互に協力し、

当初の目標はほぼ達成されたことが確認された。

　しかしながら、組織づくりと機器保全システムの向上については、カウンターパートが

これらの点に関して積極的に取り組まなかったためか、満足できる成果は出ていない。

(３) 効果

　総合的品質管理の考え方がCMRDIに導入された。また、専門家が指導したエジプト側カウ

ンターパート１名が国連工業開発機関（UNIDO）の専門家としてタンザニアで活動している

ことが確認された。

　しかしながら、外部企業への技術移転に必要な技術に関しては、現時点では専門家から

CMRDIへの技術移転が完了した段階であり、その効果は今後に期待される。すなわち、

CMRDI技術者が今後実践経験を重ね、応用的な技術を自らの経験を通して習得することによ
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り、金属加工分野の総合的品質管理技術の確立と外部企業への技術移転が可能となる。

(４) 計画の妥当性

　エジプトでは、従来の国営企業独占体制から民営化への転換が進められており、企業に

競争原理を導入し、企業が総合的品質管理を導入することが緊急の課題となっている。

CMRDIは金属加工研究開発機関として、この分野の産業育成の中心的な役割を担っており、

今回のチーム派遣を通して、同研究所へ総合的品質管理技術を移転できたことは妥当で

あったと考えられる。

　しかしながら、CMRDIにとっては金属加工技術と総合的品質管理技術の双方ともに、本

チーム派遣により新たに導入された技術であり、この両技術を外部企業へ技術移転できる

水準にまで高めるには３年間の協力期間はやや短すぎたと思料される。

(５) 自立発展性

　日本からの専門家の指導により、総合品質管理手法の概念や標準化、QCサークルの進め

方などに関し、エジプト側カウンターパートは十分に理解しており、その知識や技術は外

部企業に対し指導が可能なレベルに達している。

　今後はCMRDI内にて、本チーム派遣を通してエジプト側カウンターパートが習得した品質

管理手法を実践し、品質管理上で生ずる問題点とその解決策をCMRDI職員自らが経験を通し

て体得することにより、他企業への真の技術移転が可能となる。

　CMRDI側は、熔接・金属加工分野において、技術的に裏付けされたTQMを広め、またこの

分野に特化したISOの認定機関を目指したいという明確な意志表示をしており、今後の自立

発展性が期待される。

３－３　金属加工３－３　金属加工３－３　金属加工３－３　金属加工３－３　金属加工

(１) 実施の効率性

　本邦の研修に関しては、専門家が研修内容をあらかじめアレンジし、CMRDIと同規模の金

属加工施設にて研修が実施された。帰国研修員によれば、本邦の研修を通して、専門家か

ら習得した技術や知識を深化させることができたとのことであり、その効果は帰国後に現

地語マニュアルを作成するなどの形態で現れ、技術移転に大きく貢献した。

　また、外部企業からCMRDIに対し、実用化に適したタンクの引合いがあり、このような外

部からの製作物引合い時を利用して効率的に技術移転が進められたことが確認された。
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(２) 目標達成度

　確認した内容は以下のとおり。

・帰国研修員のイニシアティブにより図面の現地語版作成が完成した。

・成形手法の指導の際、実用化に適したタンクの実製作が行われた。

・基本的研究姿勢としてエジプト側カウンターパートに報告書２編を作成させ、実勢

を習得させた。

・エジプト側カウンターパートに写真を用いた視覚的マニュアルを作成させた。

　以上の通り専門家とエジプト側カウンターパートが相互に協力し、当初の目的を達成し

たことが確認された。本チーム派遣により基本的なマニュアル作成技術は移転されたが、

CMRDIが指向している外部企業への技術指導のためのコンサルタントレポート作成レベルに

は到達していない。

　また、供与機材の内、プレスベンディング機については納入後の不備により、実際に稼

動を開始してからあまり時間が経っていない。従ってエジプト側カウンターパートは本機

の基本的な運転については、専門家の指導により習得してはいるものの、十分に習熟して

いるとは言い難い。

(３) 効果

　本協力の及ぼした効果は以下のとおり多くの面で発揮されている。

　・エジプト側カウンターパートが各タンクの製図や展開図集を作成した。

　・帰国研修員の支援で現地語版の各種図面を編集した。

　・現場でタンク製作の実地指導を行った。

　・基本的な研究姿勢を習得し、エジプト側カウンターパート自ら報告書を作成した。

　・利用しやすい視覚的なマニュアルを作成した。

　今後はCMRDI技術者が更に経験を重ね、自己研鑽によって応用的な技術を習得することに

より、外部企業へのコンサルタントとしての技術支援が可能となることが期待される。

(４) 計画の妥当性

　専門家は、製缶技術に必須の設計、板取りならびに展開手法などを指導し、外部企業か

らの引合物件を利用し、エジプト側カウンターパートへの実践指導を計画・推進し、エジ

プト側カウンターパートはこれらの技術を習得した。

　また、専門家は今後必要になるであろう報告書の作成の仕方を念頭にした基本的な研究

姿勢をエジプト側カウンターパートに指導し、マニュアル作りに当たっては、協力終了後

もエジプト側カウンターパートが使い易いよう工夫したものを作成した。
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　外部企業への技術移転と共に、外部からの委託試験やコンサルタントレポート作成につ

いては、今後CMRDIにとって重要な引合物件となることが予想され、その意味で、実際の引

合いを利用してエジプト側カウンターパートを指導するやり方は効果的な技術移転方法で

あった。

　導入機器の搬入、据付、運転計画に関しては、プレスベンディングのみ搬入が遅れ、さ

らに据付後の稼働開始が出来るまでに相当の時間を要した。本機器の稼働開始遅延によ

り、CMRDI内でのTQMの推進が遅れた。TQMの推進については、今後のCMRDIスタッフ自身に

よる継続的な取り組みにより、成果が上がることが期待される。

(５) 自立発展性

　設計手法や原寸板取り展開手法、実物成形の実践指導、本技術に係る基本的研究姿勢お

よび報告書の作成要領など、専門家による十分な指導が行われた。

　今後、CMRDI内で、エジプト側技術者がこれまでに取得した知識、技能、技術を駆使し、

大型タンク等の大型物件の試作を行い、意見を積み重ね、製作技術の蓄積を図ることによ

り、自立発展の道が開かれる。

３－４　安全衛生３－４　安全衛生３－４　安全衛生３－４　安全衛生３－４　安全衛生

(１) 実施の効率性

　溶接技術の専門家が安全衛生管理の指導を兼務する形で活動が進められ、達成可能な範

囲に絞って、安全衛生に係る技術移転が実施されたことが確認された。

(２) 目標達成度

　当初安全衛生マニュアルの作成と安全具の装着が目的とされていたが、指導に当たる専

門家が溶接技術と兼務であり、さらにCMRDI自体が研究所であり、製造企業ではないことな

どを考慮すれば、本領域での技術移転が５Ｓ活動（実際には３Ｓ＝整理、整頓、清規）と

現場作業者の保護具装着指導に限定されたのはやむを得ないことと判断される。

　日本社会の常識とは大きく異なるエジプト社会の安全衛生に関する考え方や、上からの

指示が絶対という職場環境を考慮すれば、３Ｓの励行と保護具（作業靴を除く）装着が定

着したという事実は十分に評価すべきことと思われる。

(３) 効果

　今回の安全衛生管理指導の狙いは、CMRDIから外部企業への技術指導の際に、指導に当た

るCMRDIの作業員が安全衛生上模範的な挙動を身をもって示すことにあった。
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　安全意識が希薄なエジプト国営企業の専門家に対し、CMRDI作業員により、徐々にではあ

るが、安全に関する意識づけが行われたという報告もあり、狭義の範囲ではあるが、その

効果が確認された。

(４) 計画の妥当性

　本チーム派遣の専門家による安全衛生管理の指導には以下の点で限界があった。

　・専門家が安全衛生に特化した専門家ではなく、兼任として安全衛生指導に当たったこと。

　・指導対象（CMRDI）が研究所であり製造企業でないこと。

　当初計画された安全衛生管理作業標準の制定と改廃は、莫大な諸施策の確立を必要とす

るものであり、上記の２条件を考慮して「エジプト企業に安全衛生の意識づけを行う」こ

とに主眼を置いた指導に絞られたことは妥当であったと考えられる。

(５) 自立発展性

　CMRDIスタッフが外部企業に指導に赴く際には、必ず安全具を装着しており外部に対する

安全衛生の教育効果は浸透しつつある。このようにしてCMRDIによって、外部企業に対して

徐々に安全衛生の意識づけが行われており、将来的にはエジプト企業の「安全第一」の思

想の確定と発展につながるものと考えられる。

３－５　金属加工研修の助言・指導３－５　金属加工研修の助言・指導３－５　金属加工研修の助言・指導３－５　金属加工研修の助言・指導３－５　金属加工研修の助言・指導

(１) 実施の効率性

　日本人専門家の派遣は当初の計画どおり、１名を溶接技術と安全衛生兼務の専門家とし

て派遣し、技術移転が効率的に行われたことが確認された。

　溶接から金属加工に至るまでの一貫した技術協力指導に関しては、限られた時間内で実

用化に適した実製作を実施する中で、エジプト側カウンターパートが大物製缶機溶接技術

を習得出来るよう、効率的に進められた。

(２) 目標達成度

　長期の技術協力を通してあらゆる溶接種類と材料諸元に対する溶接技術は確立され、外

部企業への技術移転ができるレベルに到達していることが確認された。

　溶接から金属加工に至るまでの一貫した技術協力指導については、金属加工用機器の設

置と取扱運転技術の確立に相当の時間を要し、いくつかの製缶製品（大型水槽タンク１基

を含む）の試作製造が完了したに留まった。

　非破壊検査についてはCMRDIはレベル３を有し、レベル１、２の国家資格を認可出来る水
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準に達し、また溶接・非破壊検査で年間約1000件の証明書を発行していることが確認され

た。

(３) 効果

　溶接技術と非破壊検査技術自体の効果は、CMRDIが国家資格認可機関として位置づけられ

ていることで確認されている。

　実用化に適したタンク製造を通した、溶接から金属加工に至るまでの一貫した試作製造

により、エジプト側カウンターパートは大物製缶製造に関する基礎技術を習得し、今後

CMRDI独自でこれら製缶品の試作を実施し得ることが確認された。

　今後は数多くの試作を通して製缶品製造技術の蓄積を図ることにより、外部企業への

CMRDIによる技術移転が可能となろう。

(４) 計画の妥当性

　専門家の派遣と設備機器の導入を図ることにより、溶接から金属加工に至るまでの一貫

した製造工程と製造技術を確立し、CMRDIがエジプト国内での金属加工研究機関として指導

的役割を果たす素地作りに貢献できた。

　溶接から金属加工に至るまでの一貫した製造技術の指導に際し、時間的に余裕のない中

で実用化に適した水槽タンクの試作を取り上げ、将来CMRDIが独自で技術蓄積を図る場合を

想定して、データの整理とレポート作成に関して計画的に指導が行われた。

(５) 自立発展性

　溶接技術単独では既にCMRDIはエジプトの国家技術資格の認定機関として機能している。

　溶接から金属加工に至るまでの一貫した製造技術については、CMRDI独自で数多くの実用

化に適した製缶製品の試作を行い、データに基づいた総合的品質管理技術の推進と向上を

図ることにより、エジプトにおける当分野の産業育成の中心的役割を担って発展するもの

と推察される。
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第４章　総合評価第４章　総合評価第４章　総合評価第４章　総合評価第４章　総合評価

　今回の調査を通じ、本チーム派遣は、2000年３月末をもって、成功裏に終了することを確認し

た。前述の通り、本チーム派遣は、５項目評価のいずれにおいても特に問題はなく、全ての面に

おいて満足できる結果を得たこと、そして本チーム派遣終了後、CMRDIがこれまでに移転された

技術を基に独自の発展を遂げていくのに十分な力を備えたことを確認した。こうした結果は、日

本・エジプト両国のすべての関係者が、本チーム派遣の成功に向けて力を合わせ努力を積み重ね

てきた成果であり、両国の関係者に心から敬意と感謝を表したい。

　留意事項として、移転された製缶技術の民間企業等への移転に関しては、今後、企業等よりの

技術移転の要請に対応していく中で、CMRDIの技術者は実際的な技術の適用経験を積むことにな

る。そうした経験を通じて、CMRDIの技術者はこれまでに習得した技術をさらに高度化し、また

改善・改良していくことが重要である。この点に関しては先方も十分認識していたが、わが国と

しては、今後のCMRDIの活動状況を見守っていく必要がある。

　また、本チーム派遣では、TQMの概念と適用方法について、CMRDIに技術移転を行ったが、

CMRDIは溶接・製缶技術の分野に絞り（つまり具体的な溶接・製缶現場において）その活用を図

ろうとしていた。この方針は適切と考えられる。今後、上述の企業対応において、品質管理も含

めて企業を指導することが大切である。

　先方より、今後民間企業等へ技術移転を行う過程で、種々難しい問題に遭遇することが考えら

れる。そうした事態に対して、今後も引き続き日本の技術支援（短期専門家派遣など）を依頼し

たいとの要望があった。わが国としては、そうした要請に対し可能な範囲で前向きに対応するこ

とが適当と考える。
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